
【長生村長賞】 早川 忠隆

Ｋ先生へ

先生、天国でいかがおすごしでしょうか。

先生が天国へ旅立たれてから、早いものでもう九年がたちました。

先生が私達に授けて下さった、生きて行く上での心得は今も

私たちの日々の生活に活かさせて頂いています。

先生がいなければ、今の私たちはありません。

心から感謝しています。本当にありがとうございました。

先日、先生のお墓参りに母と二人で行きました時、

ずっと曇っていた空が、

お墓の前へ参りました瞬間、サッと晴れましたのは、

先生のして下さったことかと思い、とても印象に残っています。

先生が天国へ行かれる前、

「自分のことを思ってくれるのなら、自分が伝えて来たことを

忘れないでほしい」

そうおっしゃいました。

その言葉、今も大切に胸に刻んで生きています。

これからも先生の教えとともに生きて行きますので、

どうか天国で安心しておすごし下さい。

（千葉県／26歳／フリーター）
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